
平成29年度　佐世保市「子ども・子育て支援モデル都市化」プロジェクト推進事業

子育て支援アイデア交流会

～広げよう 子育て支援の輪～

実施報告書

佐世保市　子ども未来部



【子育て支援アイデア実現化事業】

　市民等が自ら実施したいアイデアに対し、「子育てアイデア実現化奨励金」として10万円を上限に助

成を行い、アイデアの実現化をサポートします。奨励金は市民、企業等からの寄附金である「佐世保

市子ども未来基金」を活用しています。

　佐世保市では、平成28年度から地方創生におけるプロジェクト事業の一つと

して、「子ども・子育て支援モデル都市化推進事業」を推進しています。

　その中で、市民等が自ら実施したい「子育て支援アイデア」の実現化をサポー

トする「子育て支援アイデア実現化事業」に取り組んでおり、平成28年度9件、

平成29年度15件のアイデアが市民や団体の皆さんによって実施されています。

　今回は、子育て支援アイデアの実施者だけだはなく、子育て中の市民の方や

子育て支援に関心がある市民、団体、企業などが集まって、子育て支援に関す

る情報共有や情報交換を通じ、子育て支援の輪を広げることを目的として交流

会を開催しました。

①事例発表

　　・ウイメンズカウンセリングさせぼの取り組み（母子家庭支援）

　　・広田おはなし会「たねまきこびと」の取り組み（絵本を使った子育て支援）

②グループワーク

　　テーマ

　　「子育て支援の輪を広げるためのアイデアを出し合いましょう！」

●日　時　平成29年11月12日（日）10：00～12：00

●場　所　佐世保市中央保健福祉センター 8階 講堂

●参加者　子育て支援アイデア実施者　　              13名

              子育て中の市民　　                            4名

              子育て支援に関心がある市民、団体等    13名

              計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30名

              （うち託児利用 15名）

■　次　第

■　開催の目的

■　日時等
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 ①　ウイメンズカウンセリングさせぼの取り組み（母子家庭支援）

●アイデア実施後の新たな展開

　　・「シンママ会」の発足

　　　　平成28年度の‟まま＆キッズサロン“終了後、参加者からもっと話がしたいという

　　　　声があり、毎月１回集う「シンママ会」が発足

　　・「シンママ会」の活動

　　　　◆月1回の集会

　　　　◆「ウイメンズ講座（講演会）」の開催

　　　　　　①平成29年11月23日

　　　　　　　　「これってハラスメント」～大切なこころを傷つけないために～

　　　　　　　　講師：NPO法人レジリエンズ　理事長　中島　幸子

　　　　　　②平成30年2月25日（予定）

　　　　　　　　「ひとり親の暮らしと子育て」

　　　　　　　　講師：NPO法人しんぐるまざあずふぉーらむ

　　　　　　　　　　　　　理事長　赤石　千衣子

発表者：代表　岳村　由美子

●設立　平成17年4月

●理念　女性が抱える心理的な問題は「個人的な問題ではなく社会的な問題でもある」

●活動内容

　　・サロンタイム：娘、妻、母、嫁、などの役割から離れて、おしゃべりのほかにコラージュ

　　　や小物づくり、自分を知るワークなどの作業を通して、今の自分に気づいていく

　　・体験を語る場：自分自身の体験や感情を語ることで、本来持つ力を引き出すグル

　　　ープ活動

●子育て支援アイデアの実施

　　・平成28年度、29年度に「まま＆キッズサロン（年３回）」を実施

　　・対象：シングルマザー親子

　　・内容：母親・小学生・託児の３グループに分かれ、それぞれの別の部屋で過ごしま

　　　　　　　す。子どもは尊重されるという経験をし、母親は同じ経験をした人との出会い

　　　　　　　で孤立感を減らし、自信を持つようになります。

■　事例発表

ままグループ 子どもグループ 楽しくおやつの時間
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●その他の活動

　　・クリスマスおはなし会（平成28年12月18日）

　　・絵本読み語り講座（平成29年3月6日）

　　・全国訪問おはなし隊 絵本キャラバンカーin広田地区公民館

　　（平成29年3月19日）

　　・絵本作家 にしむらかえさんと「本の友達 しおりをつくろう」（平成29年3月27日）

　　・よるのおはなし会（平成29年8月17日）

　　・川端誠絵本ライブ（平成29年9月17日）

　　・くすのきしげのり講演会（平成30年3月10日開催予定）

発表者：共同代表　谷口　恵利

●メンバー     共同代表　谷口　恵利、中山　雅子 　他2名

●活動趣旨　　「絵本が大好きな大人と子供がいっぱい！な佐世保」になってほしいと思

　　　　　　　　　い、絵本にまつわる様々なイベントを開催

●子育て支援アイデアの実施

　　・平成28年度：谷口→自宅の一部を「家庭文庫」として開放

　　　　　　　　　　　　　　　　　現在も週一回、自主開催中。

　　　　　　　　　　　  中山→「ママと子どものおしゃべりアトリエ シャベリエ」を開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　①アナログあそびの会 レーゲンボーゲン

　　　　　　　　　　　　　　　　　②アトリエ・ママトークの会

　　　　　　　　　　　　　　　　　③お人形づくりの小さな会

　　・平成29年度：「子どもの本屋 たけとんぼ 小宮楠緒さん講演会」を開催

　　　　　　　　　　　　　平成29年11月6日　早岐地区公民館

 ②　広田おはなし会「たねまきこびと」の取り組み（絵本を使った子育て支援）
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地域の力を活かした学習支援、子育て支援

5票

SNSの活用法～子育てのデータ作りを市民で～

その他の主なアイデア

6票
健診の時を情報発信の場として、団体、グループが出向いて直接伝える

（紙媒体ではなく、Face to Faceで！）

5票

ア イ デ ア

3位

（10票）

■　グループワーク

　グループワークでは30名が6班に分かれ、「子育て支援の輪を広げるためのアイデアを出し合

いましょう！」をテーマにアイデアを出し合いました。

　各班でアイデアを模造紙にまとめ、その中から最大5つのアイデアを選んで発表を行い、最後

に参加者全員で1人3票の投票を行いました。

●アイデアのランキング

ベスト3

順位

（得票数）

情報コンビニの開設

1位

（15票）
佐世保子育てマップ作成

2位

（11票）
イクボスへの啓発

3位

（10票）
子どものいのちにありがとうフェスタ

5票

安心、安全な子育てよろず相談所（インターネット、ネットワークの活用）

得票数 ア イ デ ア

【注意】

ここで出されたアイデアは、すぐに実行するためというより、今後の子育て支援の輪を広げて

いくためのアイデアの「ネタ」として活用するものです。

投票の様子
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●地域の仲間

・高齢者、子育てが落ち着いている方々に協力してもらう企画 ・学生との交流

・小学生向けの学習支援（母子家庭対象） ・親子で楽しめるレクを考える

・地域の高齢者を活かす ・安らげる場づくり

●情報ツール

・いろいろな団体、グループが一緒に企画したイベントを開催する ・Facebook、広報誌の活用

・お互いの情報をそれぞれのグループの参加、利用者に発信し、つなげていく ・産婦人科への情報提供

・健診などへの情報提供を、団体、グループが行う

●サービス

・自分が得意なことをシェア

・母子家庭向けの読書会

・ママが病気の時のサポート

・ママが主役のサービス

■　1班のアイデア（参加者5人）

参 考 資 料：各 班 の ア イ デ ア
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●ママのサポート

・子育てママが集える場 ・学童期になっても子育ての話を気軽にできる人、場所

・親のカウンセリングが気軽にできる場 ・お産ヨガ

●食について

・離乳食の作り方を教えてくれる（人や場所） ・時短メニュー（を教えてくれる人や場所）

・子どもの好き嫌いがない料理を教えてくれる（人や場所）

●情報

・子育て情報がいつもある場所をつくる ・情報交換できる場

●子育て支援する側の交流

・広報させぼで特集号を組んでＰＲ

・この交流会のような学べる場

■　2班のアイデア（参加者5人）
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●家族

・旅する絵本カーニバル（商業施設での絵本ライブ） ・ママパパ向け座談会

・はじめての子育て会 ・子育て悩み相談会

●父親

・パパのサードプレイス（家庭、職場以外の第３の場所）をつくる ・父親の料理教室

・各地域、町内での父親同士の交流の場 ・パパと子どもの綱引き大会

●学生

・小学生から大学生までの交流 ・小学校や中学校の教室の貸し出し

●情報

・アーケード通路に子育て支援情報を掲示できる掲示板の設置

・利用できる制度を集めたコーナー

・子育てサイトの開設

・LINEを使用した情報拡散

・イクボスへの啓発

■　3班のアイデア（参加者5人）
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●交流

・おじいちゃん、おばあちゃんの話を聞いてみよう ・団体同士のコラボイベント

・保育所での交流 ・ご近所さんと話す（機会や場） ・子育て支援をしている人同士の交流

・なるべく多くの世代の人々に来てもらって、意見を出し合ってもらう（機会や場）

・アットホームな雰囲気でなんでも言える場をつくる（サロン、家を開放）

●情報

・ＳＮＳでいろんな年齢層へ情報発信 ・明るくわかりやすい情報

●託児

・託児のやり方を教えてもらう（機会や場）

・託児のスキルを身につける講座を行政発信できないか

■　4班のアイデア（参加者5人）
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●リアルな場

・交流会を定期的に（開催する） ・ゆるやかな連帯の場（を作る）

・もっと気軽に子育てママがお話ができるサロンを月1回程度開催

●ＳＮＳ

・ＳＮＳの活用

・各々の団体や企業が一つになって情報を発信するようなネットワークを作る

●情報発信

・保健所（健診等）に来た時に話をしてあげる ・産院で支援活動状況の動画を流す

●支援

・フリーマーケットによる支援基金（子ども未来基金）の積み増し

・様々な年齢の子どもへの長期的な支援

●公共

市に輪（ネットワーク）を作ってほしい

■　5班のアイデア（参加者5人）
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●ＳＮＳの活用

・ＳＯＳをママに伝える ・ＳＮＳに子どもの情報を載せるとどうなるか

●子どものいのちにありがとうフェスタ

・若い人々の赤ちゃんとのふれあい ・支援者同士の交流 ・地域をまきこんでの支援

・身近なママへの声掛け ・保育を学ぶ学生と保育施設に子どもを預けているママやパパとの会

・保育士が子どもやママと向き合う知識、テクニック（を学ぶ）

●支援の分類（見直し、整理）

・ママになる前からの心のケア ・ママたちの集いの場をもっと複数選べるように

・改めて子育て支援センター機能の見直し ・「支援」のことばの整理

・「家族」「暮らし」ベースで応援

●病児保育の充実

・パパが子どものために休みを取れる環境

・夜間受診

■　6班のアイデア（参加者5人）
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※アンケート回答数：26件

●

●

●

●

● 非常に楽しく、また、考えさせられる有意義な時間でした。

●

● とても楽しかったです。色々な団体とつながれてよかったです。

● 大変、参考になりました。来年も参加します。

● 多方面の方々と交流ができ、今からネットワークを作っていけたらと思いました。

● 情報発信の大切さを改めて実感しました。

●

● 多世代の子育て支援をされている方と出会えてよかったです。

● 皆さんと話しながら、自分たちの企画を見直したり、改善するキーワードをいただきました。

●

色々な立場の方が「子育て」について一生懸命考え、活動してらっしゃる事を今まで以上

に知ることができました。

何もわからないまま参加したような形でしたが、非常に有意義な企画が行われているという

事、佐世保を子育てしやすい街にする為に行動している人たちが大勢いるという事実に心

強さを感じました。一市民、一人の父親として皆さんの知恵に触れ、何ができるのか模索

させていただきます。

他の活動をしている人、行政、違う世代の人が同じテーマで話せる場は大切だと感じまし

た。

様々な分野での活動をされている方々と交流ができて、とてもよかったです。これから活動

を広げていければと思ってます。

様々な活動が市内であっていることを初めて知りました。どの方も子育てにとても興味が高

く、このような方々が小学校などにも時々来てくださったら、親のサポートになるのかな　と思

いました。

もっと定期的に交流会を開けるように、子育て支援ネットワーク事務局を作れたらよいので

はないか。

■　参加者の声（アンケート結果の概要）

 実際に交流会に参加してみていかがでしたか？

とても大きな収穫になった。他のグループの方ともお話してみたかったので、席替えがあると

よかった。
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● 切れ目のない支援の必要性を感じており、顔の見えるネットワークを大切にしたいから。

● 他の支援団体、ママ達との交流や意見が聞きたいと思った。

● 地域活動を知りたかった。

● 何か新しいつながりを作りたかったからです。

● 気軽に参加できる会であるというところです。

●

● 子育てに関する色んな情報やお話を通じて子育てに活かしたいと思い、参加しました。

● 活動している方たちとお話ししたい。

● 「子育て支援アイデア」に応募したことで、是非、参加したいと思っていました。

● 多くの方との出会いで、情報をもらえると思ったから。

●

はい 26名

いいえ   0名

子育てママの悩み等を共有できる所がないかと思い参加しました。（特にシングルマザー、

父子家庭）

どんな支援者がいるのか知りたかった。私の所に来る「困った」と思っている人（ママや子ど

も、先生）を問題解決に導いてくれる人の所へつなぎたい。

 交流会が来年度も開催されたら、参加してみたいですか？

 何が決め手となって、交流会に参加しましたか？
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●平成28年度　実施アイデア9件

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

●平成29年度　実施アイデア15件

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

※アイデアの詳細は市ホームページをご覧ください。

　アイデアを実現するための「子育てアイデア実現化奨励金」として、市民や企業等からの寄附金である「佐

世保市子ども未来基金」を活用しています。基金へのお尋ねは、佐世保市子ども政策課へご連絡くださ

い。

佐世保市子ども政策課　ＴＥＬ0956-24-1111（内線）5412

佐世保市子育て支援アイデア 検索

産前産後の夫婦のための子育て情報誌創刊 シアワセjikan　岩村　美佐子

親子ふれあいベビーマッサージ教室 吉田　真理子

絵本時間：子どもの心に種まきを
広田おはなし会「たねまきこびと」

共同代表　谷口 恵利　中山 雅子

ねっこぼっこ　てしごとクラブ にじいろこそだて ねっこぼっこ　長谷川　美恵

～ぼちぼちモーニング～　朝ごはんができるまで ぼちぼち くらぶ　代表　徳永　良子

親子いこいの広場もくもく 親子いこいの広場もくもく　数山　有里

子ども夢探しサポート 下田　陽志郎

三世代交流生き生き広場～赤ちゃんからじぃじ・ばぁばまでの元気広場～ 佐世保市教育会　会長　古賀　良一

子育て中の保護者を「支援される側」から「支援する側」の人材に

～第１回アナログ遊びサポーター養成のための連続講座～
あそぶよむつくる　ぶほ　佐藤　美和

ふしぎだね！たのしいね！身近な植物であそんじゃお♪
長崎短期大学保育学科保育専攻

澤田ゼミ　澤田　須賀子

こどもとおとなのための　SASEBO MUSIC PICNIC させぼ　こどもおとな　アート・プロジェクト　重松　壮一郎

お産を体験シェア～これからのために「お産」を語り合う～ NPO法人 ちいきのなかま 山﨑　翠

させぼ防災Familyクラブ 元安　晴香

まま＆キッズサロン ウイメンズカウンセリングさせぼ　岳村　由美子

よんで・つくって・絵本って楽しい！（カナヨさんの親子ワークショップ）
ＮＰＯ法人 子どもと女性のエンパワメン

ト佐世保　理事長　櫻井　英子

ぽかぽか心があったまるママのためのキレイデザイン学 育児サークルいっぽんばし　山下　希

佐世保てらこや 古賀　由樹

アイデアの名称 アイデア実施者

父親を育児参加へ誘う父親学級の開催 岩村　美佐子

親子の居場所作りなどにつながる、子ども食堂の輪を広げる講演会開催 佐世保みんな食堂　代表　徳永　良子

ママと子どものおしゃべりアトリエ「chamberie（シャベリエ）」 絵本とおもちゃ 山と帽子　中山　雅子

親子いこいの広場もくもく 親子いこいの広場もくもく　数山　有里

佐世保市で唯一の家庭文庫を充実させたい 「家庭文庫　はれてもあめでも」　谷口　恵利

ようこそ！パパ・ママ・＆赤ちゃんフェス ＮＰＯ法人ちいきのなかま　理事長　守永　惠

■　子育て支援アイデア実施一覧

アイデアの名称 アイデア実施者

まま＆キッズサロン ウイメンズカウンセリングさせぼ　岳村　由美子
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